
【坂戸市消防団】 
消防団員の確保について 
・ 市主催の「坂戸よさこい」祭りの際、消防団の詰所を使用して消防団員募集活動 
を実施している。（消防団という組織をＰＲすることで消防団の認知度を上げるこ

とができる。） 
・ ボールペン、ポケットティッシュ等の啓発物品を準備しアンケートに回答してい 
ただいた方に配布したりしている。（ボールペン等、常に携帯し使用してもらえる

ものを配布し消防団を知ってもらうための啓蒙活動も併せて実施している） 
・ 川口市消防団では成人式の日にアンケートに答えていただいた成人の方に、肉ま 
んを差し上げるというＰＲを実施していた。 

 
女性消防団員の入団促進策 
・ 女性消防団員の服装については、状況に合わせて活動がし易いようキュロットス 
カートのみではなく、ズボン（夏・冬）も支給し活動環境の整備をしている。 

・ 財団法人埼玉県消防協会では、講師を招いての女性消防団員を対象とした研修を 
実施している。また、埼玉県消防協会第２ﾌﾞﾛｯｸ連絡協議会（8 支部、22 団）でも

女性消防団員研修を実施している。 
・ 坂戸支部（坂戸市消防団、鶴ヶ島市消防団）事業として、女性消防団員による団 
員の子供さん（中学生以上）を対象とした普通救命講習を実施した。また、地域の

防災リーダーである消防団員を対象とした普通救命講習を毎年実施している。 
 
常備消防・自主防災組織等との連携 
・ 自治会と消防団で合同訓練を実施している。消防本部は資機材の貸出手続き等を 
行うが、自治会との調整等については、すべて消防団にて計画し実施している。（区

長等が消防団員に依頼に赴くことにより、地域を守る消防団を理解していただくと

ともに、消防団員の募集にも繋がる。） 
・ 毎年、自治会から消防団員数名を選出し新入団員を確保している分団もある。（分 

団から自治会へお願いをしている。） 
 
将来の消防団員等の地域防災を担う人材の育成 
・ 坂戸市消防団では、保育園や幼稚園を対象とした女性消防団員による幼児教育を 
実施している。 

 
地域住民への広報 
・ 坂戸市消防団で、独自にホームページを開設し運営を行っている。 
・ 消防団員自らが取材及び校正を行い、広報誌「水のひびき」を年２回発行してい 
る。広報誌は市の広報に折り込み全戸配布を実施し、消防団の活動を市民の方に理

解してもらうよう広報活動を実施している。 
・ 小学校の卒業式、入学式へ参列し、少年期から消防団を知ってもらうよう活動を

行っている。 
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坂戸市消陶団広報譴
2010年 7月  第 2号
発行 :坂戸市消防団員互助会

消防操法の意義|と目的

隕    鋼議織霧麟製蹴智警警

消防団

大 会

日時 :平成 22年ア月 25日 (日 )
ア :30開会

会場 :川崎陸送株式会社 坂戸流通センター

坂戸市にっさい花みず木1-4-2
最寄りの交通機関 :坂戸市内循環バス西コース

「サン・ビレッジさかど」下車徒歩2分

雨
法
晰
操

第26
消 防

入
西
分
団
第
３
部
団
員
（団
員
歴
八
年
）

三

田

　

恒

次
さ
ん

飯
能
信
用
金
庫
新
狭
山
支
店
勤
務

川
越
育
ち
の

三
田
さ
ん
は
縁

あ

っ
て
坂
戸
市

に
転
入
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し

て
、
地
域
に
早
く
馴
染
む
た
め
に
消
防

団

へ
の
入
団
を
自
ら
選
ん
だ
そ
う
で

す
。入
団
時
は
、
仕
事
や
家
族
と

一
緒
に

い
る
時
間
に
制
約
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
を
抱
い
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
多
少
の
制
約
は
で
き
て
も
、
家
族

と

一
緒
に
い
る
時
間
は
か
え
っ
て
内
容

の
濃
い
も
の
に
変
わ
っ
た
と
、
に
こ
や

か
に
話
し
ま
す
。

そ
の
姿
は
三
人
の
子
供
を
持
つ
三
十
八

歳
の
普
通
の
お
父
さ
ん
。

入
団
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
？
と
の

問
い
に
は

《仲
間
》
が
増
え
た
こ
と
と

即
答
し
た
。
消
防
団
で
の
活
動
や
仲
間

と
の
交
流
の
中
で
、
自
ら
の
話
し
の
幅

も
広
が
り
、
そ
れ
が
仕
事
で
も
い
き
て

い
る
と
い
う
。
「サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
か

ら

（団
活
動
は
）
で
き
な
い
と
決
め
つ

け
ず
、　
一
歩
踏
み
出
せ
ば
新
た
な
経
験

が
で
き
る
」
と
語
る
言
葉
に
は
、
団
活

動
で
多
く
の
経
験
を
得
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
の
自
負
が
感
じ
ら
れ
た
。

職
場
で
は
支
店
長
代
理
。
楽
な
立
場

で
は
な
い
。
そ
れ
で
も

「
（団
活
動
と
）

両
立

で
き
る
」

と
言
う
発
言
に

は
坂
戸
市
へ
の

愛
着
が
感
じ
ら

れ
た
。

栗
原
団
長
よ
り
辞
令
を

受
け
る
新
入
団
員

辞
令
交

付

式

平
成
二
十
二
年
四
月
四
日

（日
Ｙ
に
勝

呂
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度

坂
戸
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
栗
原
団
長
よ
り
新
入
団
員

十
四
名
を
代
表
し
て
坂
戸
分
団
第
２
部
の

高
橋
永
次
さ
ん
が
辞
令
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
員
が
消
防
団
員
と
し
て

の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
、
こ
れ
か
ら
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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第
二
回
目
の
発
行
と
な
り
、
今
回

ご
紹
介
す
る
の
は
、
坂
戸
市
消
防
団

大
家
分
団
第
２
部
で
す
。

坂
戸
市
と
日
高
市
の
境
に
詰
所
が

あ
り
、
年
齢
は
二
十
代
か
ら
四
十
代

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の

団
員
が
サ
ー
ビ
ス
業
に
就
い
て
い
ま

す
。取
材
当
日
、
詰
所
に
着
く
と

一
人

ほ
う
き
を
持
ち
掃
除
を
し
て
い
る
団

員
が
い
ま
し
た
。
後
に
掃
除
を
し
て

い
た
団
員
は
浅
見
部
長
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
案
内
さ
れ
中
に
入
る
と

よ
く
整
理
整
頓
さ
れ
た
大
変
美
し
い

詰
所
に
驚
き
ま
し
た
。

浅
見
部
長
に
話
を
伺
う
と
、
私
達

の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は

「役
職
に

関
係
な
く
団
員
同
士
の
仲
が
と
て
も

良
い
こ
と
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
部
長
だ
か
ら
掃
除
を
や
ら
な
い
。

後
輩
だ
か
ら
掃
除
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
と
言
い
ま
す
。
ま
た
、
体

み
の
日
は
消
防
団
の
行
事
に
関
係
な

く
仲
の
良
い
団
員
同
士
で
食
事
に

行
っ
た
り
、
バ
イ
ク
の
ツ
ー
リ
ン
グ

に
行
く
そ
う
で
す
。
ま
た
、
地
元
地

域
の
お
祭
り
に
消
防
団
と
し
て
参
加

し
た
り
と
、
自
主
的
に
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
地
元
地
域
と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

新
入
団
員
の
確
保
が
難
し
い
中
、

団
員
十
名

（欠
員
三
名
）
で
地
元
地

域
の
安
全
の
た
め
に
消
防
団
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

一考淵縛喘脚卿越人「一父付年ハ

が の 真 団 隊 さ 雄
れ 任 人 員 長 れ 団 多
ま が 団 か は

｀
員 機

し 引 員 ら 市 ラ が 能

札羅辱』≧業基譲
||■■‐‐筆 攣 ‐― 響 のri島
置IT撃澪爾撃111TI薪

隊
長
に
は
菅

ま 六 れ 交 に
し 月 五 付 ラ 多

ち詈星恭業籠
才:≡ ジ豚頭
凩 2頁 参琴恙

「水

の

ひ
び

き
」

に
託

す

思

い

火
炎
を
鎮
め
る
の
は
水
で
あ
る
。

そ
の
水
も
台
風
や
大
雨
で
浸
水
や
洪

水
を
引
き
起
こ
す
。
消
防
団
は
、
と
き

に
水
防
団
と
な
り
、
猛
り
狂
う
炎
や
荒

れ
狂
う
水
か
ら
我
が
愛
す
べ
き
ふ
る
さ

と

「坂
戸
」
を
守
り
抜
く
。

炎
や
水
と
の
壮
絶
な
戦
い
を
見
事
、

鎮
火

・
鎮
圧
さ
せ
て
引
き
返
す
。
『力

ン
カ
ー
ン
』
と
街
中
に
響
く
鐘
の
音
。

大
き
な
任
務
を
遂
行
し
、
疲
れ
切
っ

た
中
に
も
安
堵
と
誇
ら
し
げ
な
表
情
に

団
員
た
ち
の
強
い
責
任
感
と
使
命
感
が

垣
間
見
え
る
。
「水
の
ひ
び
き
」
は
引

き
上
げ
の
鐘
の
音
と
と
も
に
あ
る
団
員

た
ち
の
真
剣
な
眼
差
し
と
穏
や
か
な
笑

顔
の
象
徴
に
他
な
ら
な
い
。

編
集
後
記

二
回
目
の
広
報

「水
の
ひ
び
き
」
は

い
か
が
で
し
た
か
？

地
域
の
皆
様
に
少
し
で
も
消
防
団
活

動
の
内
容
を
知

っ
て
頂
き
、
理
解
し
て

頂
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。
次
号
も
よ
り
良

い

「
水

の

ひ
び

き
」
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

広
報
委
員
会

一
同

坂戸市消防団ではふるさとの安全を守る消防団員を募集しております

資格 :坂戸市内在住 。在勤の 18歳～45歳未満の方
お問い合せ :消防本部庶務課 (a281-3118 内線 234)

隊のひびき」創刊号
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2011年 1月 第 3号
発行 :坂戸市消防団員互助会

平成 22年度全国統―防火標語

「消したかなJ あなたを守る
秋も深まりを見せてくる頃になると、ス トーブなどの暖が恋しくなつてきます。それはまた、火災シ

ーズンの至」来をも意味します。消防団では、車両の整備。点検、放水試験を行い火災シーズンに備えます。

さらには、夜警などを通して火災期への注意を喚起し、人気取り扱いの留意事項を地元に発信しています。

△ ―
口 ‐

三
芳
野
分
団
第
１
部

一班
長
（団
員
歴
十
年
）

山
村
　
晋

一
さ
ん

西
武
鉄
道
勤
務

電
車
運
転
士

入
団
し
て
十
年
。
東
坂
戸
地
区
か

ら
の
初
め
て
の
団
員
で
あ
る
。

だ
れ
も
が
子
ど
も
の
こ
ろ
に
あ

こ
が
れ
た

『消
防
車
』
と

『電
車
』
、

両
方
の
運
転
を
自
在
に
こ
な
す
。

職
業
は
、
西
武
鉄
道
に
勤
務
す
る

入
社
十
二
年
目
、
現
役
バ
リ
バ
リ
の

電
車
の
運
転
士
さ
ん
だ
。

責
任
感
が
強
く
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、

消
防
団
に
お
い
て
も
専
任
班
長
と
し

て
部
長
を
助
け
、
若
手
の
多
い
第
１

部
を
ぐ
い
ぐ
い
と
引

っ
張
り
、

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
。

奥
様
と
三
人
の
お
子
さ
ん
に

「気

を
つ
け
て
」
と
見
送
ら
れ
、
「故
郷

坂
戸
を
災
害
か
ら
守
る
消
防
団
の
使

命
」
に
誇
り
と
責
任
を
持

っ
て
い
る
。

仕
事
が
ら
体
み
が
不
規
則
な
た
め
、

勤
務
を
や
り
く
り
す
る
の
が
大
変
と

言
う
が
、
ラ
ッ
パ
隊
も
か
け
持
ち
し

て
頑
張
る
。

ジ
リ
リ
リ
リ
ツ
。
掛
け
た
六
つ
の

目
覚
ま
し
が

一
斉
に
鳴
る
。

「出
発
進
行
」

や
が
て
電
車
は
、
さ

わ
や
か
な
声
と
と
も

に
滑
る
よ
う
に
ホ
ー

ム
か
ら
動
き
出
し
た
。

日時 :平成 23年 1月 9日 (日 )9:05開式
場所 :千代田公園 〔坂戸市千代田5-2〕
東武東上線若葉駅東□下車徒歩 10分

車両点検

秋の全国火災予防運動夜警 分列行進 火災予防街頭キャンペーン

月坂戸市消防団 HP h聾プ/Sakado― hikes:.lp 4



◇
回
取
材
で
訪
れ
た
の
は
、
坂
戸

市
消
防
団
勝
呂
分
団
第
１
部
で
す
。

勝
呂
の
石
丼
地
区
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
に
、
吉
川
部
長
を
は
じ
め

団
員
十
三
名
で
日
々
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

団
員
の
年
齢
層
は
最
年
長
が
四
十

歳
、
最
年
少
が
二
十
六
歳
で
、
団
員

の
職
種
は
会
社
員
、
郵
便
局
員
、
自

営
業
と
様
々
な
仕
事
に
就
い
て
い
ま

■
勝
呂
分
団
第
１
部
の
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
を
伺
う
と

「団
員
同
士
が
と

て
も
仲
良
く
、
団
結
力
が
あ
る
こ
と

で
す
」
と
部
長
を
は
じ
め
団
員

一
同

□
を
そ
ろ
え
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
の
活
動
に
関
係
な

く
消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
ま
じ
え
て
食
事
に

行
っ
た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ

た
り
、
地

元
小
学
校

で
行
わ
れ

る
市
民
体

育
祭
に
参

加
す
る
な

ど
、
地
域

と
の
関
わ
り
合
い
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
消
防
団
活
動
を
行
う
上
で
苦
労
し

て
い
る
こ
と
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

多
い
の
で
、
平
日
の
日
中
に
起
こ
る

火
災

・
災
害
等
、
有
事
へ
の
対
応
が

難
し
い
こ
と
や
、
他
の
消
防
団
と
同

じ
く
新
入
団
員
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
だ
と
表
情
を
曇
ら
せ
ま
す
。

最
後
に
、
「地
元
地
域
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
団

員

一
同
力
を
合
わ
せ
て
、
頑
張
っ
て

活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

過
日
、
勝
呂
管
内
の
栄
地
区
防
災

会
主
催
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当
日
は
、　
一
般
参
加
者
が
訓
練
用

の
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

勝
呂
分
団
第

３
部
の
団
員
達

が
、
消
火
器
の

使
い
方
を

一
人

ひ
と
り
に
熱
心

に
指
導
し
て
い

ま
し
た
。消

防
団
で
は
、
消
防
署
と
協

力
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
訪
問
設
置
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

対
象
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
購
入
済
み
の
障
害
者
お
よ
び

六
十
五
歳
以
上
の

単
身
も
し
く
は
二

人
世
帯
で
警
報
器

を
購
入
し
て
も
設

置
で
き
な
い
世
帯

に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
は

坂
戸

・
鶴
ヶ
島
消
防
本
部

予
防
課
予
防
担
当

〇
四
九
―
二
人

一
―
三

一
一
七

住宅用火災警報器の取り付け協力します

躙
輻
鰤
躙

勝
呂
分
団
第
１
部
の
取
材
を
し
て
い
る

と

コ
」
苦
労
様
で
す
」
と
ス
ー
ツ
姿
の
男

性
が
敬
礼
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
男
性

は
勝
呂
の
駐
在
さ
ん
で
し
た
。
地
域
防
災

の
要
と
地
域
防
犯
の
要
が
言
葉
を
交
わ
す

姿
は
、
勝
呂
地
区
が
安
全
で
安
心
な
地
域

で
あ
る
こ
と
を
象
徴
す
る
い
ち
場
面
で
し

た
。さ
ら
に
、　
一
人
ひ
と
り
が
防
災

。
防
犯

へ
の
意
識
を
高
め
れ
ば
、
さ
ら
に
安
全
で

安
心
な
地
域
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

個性派集団をまとめる吉川部長

囃貫T
III夕芽ち|ん

||1幹太朗くれ
‐

1暉認111

坂戸市消防団ではふるさとの安全を守る消防団員を募集

しています

資格 :坂戸市内在住・在勤の18歳～45歳未満の方

お問い合せ :坂戸・鶴ケ島消防本部庶務課

(a281-3118 内線234)
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東北地方太平洋沖地震で被災された皆様方に心からお見舞い申し上げ、一日も早い復興をお祈りいたします。

忘
れ
ら
れ
な
い
日

・
・
・

坂
戸
市
消
防
団
長
　
栗
原
　
初
夫

３

・
‐１
　
経
験
の

無
い
揺
れ
を
体
験
し

ま
し
た
。
そ
の
時
私

は
車
を
運
転
中
で
、

ラ
ジ
オ
か
ら
次
々
入

る
情
報
が
尋
常
で
は
な
い
こ
と
に
動
揺

し
ま
し
た
。
坂
戸
市
で
は
、
震
度
５
弱

と
知
り
、
川
越
か
ら
坂
戸
に
入
り
被
害

状
況
を
見
な
が
ら
市
内
を
巡
回
し

一
旦

自
宅
に
戻
り
、
そ
の
後
消
防
本
部
に
入

り
、
余
震
対
策
に
当
た
り
ま
し
た
。

消
防
長
か
ら
の
報
告
で
、
緊
急
消
防

援
助
隊
埼
玉
県
隊
と
し
て
当
組
合
か
ら

も
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
職
員
を
派
遣

し
た
と
の
こ
と
、
安
全
と
活
躍
を
祈
り

ま
し
た
。

各
分
団
と
も
坂
戸
市
防
災
計
画
に
基

づ
き
管
内
の
警
戒
と
被
害
状
況
を
調
査

震
災
が
教
え

て
く
れ
た

こ
と

入
西
分
団
長
　
根
本
　
裕
二

る
と
、
自
宅
の
屋
根
瓦
は
落
ち
た
が
、

家
族
全
員
の
無
事
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

仕
事
を
終
え
急
い
で
帰
宅
し
、
落
ち

た
瓦
を
横
目
に
詰
所
へ
向
か
い
、
す
で

に
待
機
し
て
い
た
二
人
と
巡
回
お
よ
び

警
戒
に
出
動
し
ま
し
た
。
墓
地
で
倒
れ

て
い
る
燈
篭
や
屋
根
瓦
が
落
ち
て
い
る

多
数
の
家
屋
を
目
の
当
た
り
に
し
、
仮

に
震
源
地
が
坂
戸
市
近
郊
な
ら
被
害
が

多
数
発
生
し
た
と
容
易
に
予
測
で
き
ま

し
た
。
も
し
、
そ
う
な
れ
ば
、
そ
の
中

で
活
動
す
る
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
市

民
の
皆
様
と
わ
れ
わ
れ
消
防
団
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
連
携
を
強
化

し
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
、
翌
日
に
も
そ
れ
ぞ
れ
分
団
独
自
の

調
査
を
行
い
報
告
書
作
成
、
後
日
幹
部

教
養
研
修
に
於
い
て
活
動
報
告
会
を
行

い
ま
し
た
。

発
災
か
ら
５
ヶ
月
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
３
県
で
殉
職
さ
れ
た
、
警
察
官
３０

名
、
消
防
職
員
ν
名
、
そ
し
て
、
消
防

団
員
２
４
９
名
　
極
め
て
、
悲
し
い
事

実
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
志
操

堅
固
の
団
員
の
活
躍
で
数
え
き
れ
な
い

程
の
多
く
の
住
民
が
助
か
っ
た
事
を
、

私
達
は
忘
れ
る
こ
と
は
無
い
で
し
よ
う
。

わ
れ
わ
れ
坂
戸
市
消
防
団
員
は
、
今

回
の
大
震
災
で
、
郷
土
愛
護
の
精
神
で

未
だ
活
動
さ
れ
て
い
る
被
災
地
の
団
員

の
皆
様
に
最
大
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
起
こ
る

で
あ
ろ
う
震
災
に
、
備
え
を
万
全
に
し

て
参
る
所
存
で
す
。

幹
部
教
養
研
修

去
る
五
月
二
十
九
日

（日
）
消
防
本

部
会
議
室
に
於
い
て
、
埼
玉
県
消
防
協

会
坂
戸
支
部
幹
部
教
養
研
修
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者

に
対
し
て
の
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
坂
戸
・

鶴
ヶ
島
消
防
組
合
か
ら
緊
急
消
防
援
助

隊
埼
玉
県
隊
と
し
て
現
地
に
て
任
務
に

あ
た
ら
れ
た
隊
員
の
お
二
人
を
講
師
に

迎
え
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
現
地
で
の

活
動
を
詳
細

に
ご
報
告
い

た
だ
き
ま
し

た
。続
い
て
震

災
発
生
時
の

分
団

・
部
の

活
動
報
告
を

中
心
と
し
た

意
見
発
表
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

して活動を行ないます。

安全・安心・財産を守る

有事に備えています。

の流れによつて、堤防が肖」られる

のを防ぐために、木に土のうの重

しをつけて川の中に投げ込む)工

法の実技∃|1練を行いました。

平成 23年 6月 11日 (土 )越

生町中央公民館に於いて、越辺川・

高麗川水害予防組合水防副練が開

催されました。

消防団は、水害時には水防団と

出水期を迎えるこの時期、市民の

ために様々な水防工法を身につけ、

当日は西入間広域消防組合の職

員の指導を仰ぎ、基本的な□―プ

結索 (□一プを他の物に結び付け

たり、□―プと□一プを結び合わ

せたりする)]‖練と木流し (河川

勝
呂
分
団
第
３
部

（団
員
歴
九
年
）

馬
橋

隆
さ
ん

乳
類
卸
若
葉
販
売
店
勤
務乳
類
の
卸

・

配
送
業
を
営
む

馬
橋
さ
ん
は
勝

呂
分
団
第
３
部

の
班
長
と
し
て
、

ま
た
、
二
人
の

お
子
さ
ん
の
父

親
と
し
て
日
々

仕
事
に
、
消
防
団
活
動
に
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

消
防
団
に
入
団
し
た
の
は
、
地
元
の

先
輩
に
声
を
掛
け
て
も
ら

つ
た
の
が

き
っ
か
け
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
仕
事
が

朝
早
く
始
ま
り
、
夜
の
警
戒
が
あ
る
時

は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
か
け
が
え
の

な
い
同
じ
部
の
仲
間
の
存
在
や
、
消
防

団
活
動
を
通
じ
て
知
り
合

っ
た
地
元
の

方
々
の
存
在
が
励
み
に
な
り
、
活
力
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

人
の
生
命
や
財
産
を
守
る
消
防
団
員

と
し
て
誇
り
を
持
つ
と
共
に
、
班
長
と

し
て
周
り
の
団
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
事
を
第

一
に
こ
れ
か
ら
も

活
動
し
て
い

き
た
い
と
い

う
言
葉
か
ら

優
し
さ
と
心

強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

平成 23年議
鳥震 l嬢水書予防総合水隣創I織

坂戸市消防団HP h聾プ/Sakado…hikesl.lp物局翼新砕
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５
年
前
に
改
築
さ
れ
た
車
庫

・
詰

所
。
周
囲
は
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
、

入
□

（玄
関
日
）
に
は
、
履
物
が
丁

寧
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
中
程
ま
で

階
段
を
上
っ
て
い
く
と
、
２
階
の
詰

所
か
ら
談
笑
す
る
部
員
た
ち
の
明
る

い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

三
芳
野
分
団
第
３
部
。
勝
呂
地
区

や
川
島
町
と
隣
接
す
る
小
沼
、
青
木

地
域
を
活
動
の
本
拠
地
と
し
、
三
芳

野
地
区
の
守
り
を
中
心
に
、
安
全

・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

一
翼
を
担

っ

て
い
る
。

今
宵
は
７
月
の
第

一
土
曜
日
。

第
三
土
曜
と
と
も
に
定
例
の
夜
警
巡

回

・
車
両
整
備
の
日
で
あ
る
。

い
ざ
詰
所
に
入
る
と

一
見
厳
つ
い

男
た
ち
が
十

一
人
。　
一
斉
に
こ
ち
ら

ら
に
鋭
い
視
線
を
投
げ
掛
け
て
き
た

（気

律

士

規

と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
柔
和
な
表
情
に
。

『互
い
に
思
い
や
り
、
尊
重
し
合

え
る
大
人
の
集
団
で
あ
る
こ
と
が
、

第
３
部
の
最
大
の
特
長
』
と
、
静
部

長
が
言
う
と
、
男
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、

に
大
き
く
う
な
ず
い
た
。
そ
し
て
、

数
多
く
の
地
元
の

『先
輩
方
や
後
輩

達
と
出
会
え
た
こ
と
』
が
何
よ
り
の

財
産
で
あ
る
と
、
皆
□
々
に
語
る
。

地
域
の
防
災
訓
練
や
地
区
体
育
祭
、

子
ど
も
会
行
事
等
へ
の
参
加
、
地
元

か
ら
依
頼
さ
れ
る

『小
枝
切
り
』
作

業
な
ど
ま
さ
に
そ
の
活
動

・
活
躍
は

地
元
地
域
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

午
後
９
時
。
本
日
２
回
目
の
夜
警

巡
回
の
時
刻
。
今
度
は
第
２
班
の
出

番
だ
。
消
防
車
両
に
乗
り
込
ん
だ
丁

度
そ
の
時
、
『
遅
れ
て
ご
め
―
ん
』

の
声
。
会
社
の
残
業
で
遅
れ
て
い
た

二
人
も
加
わ
り
全
員
が
そ
ろ
っ
て
の

出
動
に
再
び
み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
た
。

…2班整列
団 結

囃 1111颯

車庫の清掃→

力を合わせて

1班夜警巡回終了、お疲れ様 |

去
る
七
月
二
日

（日
）
坂
戸
消
防
署
東
分

署
訓
練
場
に
於
い
て
、
坂
戸
市
消
防
団
多
機

能
部
隊
資
機
材
取
扱
い
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
気
温
が
三
十
度
を
超
え
る
真
夏

日
と
な
り
、
過
酷
な
気
象
条
件
の
中
で
の
訓

練
と
な
り
ま
し
た
が
、
隊
員
は
積
載
さ
れ
■

多
種
多
様
な
機
材
を
用
い
て
、
車
中
に
閉
ド

こ
め
ら
れ
た
人
形
を
安
全
か
つ
確
実
に
救
貼

す
る
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
市

民
の
安
全
の
た
め

に
活
動
の
場
を
す

げ
る
、
新
し
い
編

戸
市
消
防
団
の
形

が
あ
り
ま
し
た
。

〔多
機
能
部
隊
〕

日
本
消
防
協
会
が
平
成
十
九
二
一十
年
度
事

業
と
し
て
、
都
道
府
県
内
の
消
防
団
に

「消
防

団
多
機
能
型
車
両
」
の
交
付
配
備
を
行

っ
た
。

本
県
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
等
の

活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
、
唯

一
、
坂
戸
市
消
防

団
に
交
付
さ
れ
た
。

こ
れ
を
機
に
当
消
防
団
で
は
「多
機
能
部
隊
」

を
発
足
さ
せ
、
現
在
、
四
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

隊
員
は
、
長
期
の
消
防
団
活
動
経
験
者

・
熟
達

者
を
招
集
し
、
組
織

・
編
成
し
て
い
る
。

多
機
能
型
車
両
は
、

消
防
車
両
と
し
て
の
装

備
の
他
に
、
多
種
多
様

な
災
害
に
対
し
、
救
命

器
具
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
救
助

機
具
の
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
等
も
搭
載
し
て
い

る
。

黎
園
陽
閻

３

・
‐１
。
国
難
と
も
い
え
る
こ
の

度
の
震
災
。
被
災
さ
れ
た
方
々
、
殉

職
さ
れ
た
方
々
を
思
う
と
き
、
改
め

て
消
防
団
員
と
し
て
の
使
命
と
責
任

の
重
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

わ
れ
ら
は
坂
戸
市
消
防
団
。

今
、
決
意
新
た
に
。

わ
が
ま
ち
は

何
と
し
て
も
　
わ
が
手
で
守
る
。

こ
の
決
意
の
言
葉
を
持
っ
て
編
集

後
記
と
い
た
し
ま
す
。

大家分団第 2部

浅見 三津夫部長
亜紀子婦人

愛香ちゃん

坂戸分団第 2部

宮崎 恭行団員
香織婦人

大樹くん
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まずは自分の家族から（団員の子どもさんに救命講習を指導する女性団員） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女性消防団員による幼児教育 
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火災予防運動期間中の広報活動 
 

 
板戸よさこい祭における募集活動 
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団員募集時に配布する啓発物品 
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